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公開までのプロセス
2004.11 広島大学における学術情報のアーカイブ化と発信に関す
るWGの発足
2005.4 図書館内における検討委員会の設置
2005.5 機関リポジトリ設置の提言（WG報告書）
2005.7 大学全体の方針を協議する「企画会議」での了承
2005.8～
2006.3
公開準備作業
システム調達・学内合意形成・コンテンツ収集
2006.4 試験公開
2006.10 本公開
2006.11.17 共同ワークショップ「日本の機関リポジトリの今2006」
体制 （人海戦術）
¾電子図書館構築・整備委員会 (2005.4～)
– 図書館職員7名
– 学内合意形成班・システム調達班・コンテンツ収集班
¾コンテンツ収集専任チーム(2005.12～2006.3)
– 中央図書館2名＋各分館1名の合計5名
– 代替はアルバイトを雇用。
– 研究者を個別訪問し、コンテンツをかき集める。
– 目標1,000件。
¾機関リポジトリ専任主担当の設置(2006.4～)
– 主査1名＋グループ員1名
2006.11.17 共同ワークショップ「日本の機関リポジトリの今2006」
学内合意形成
¾ 大学としての認知
2005.7 大学全体の方針を協議する「企画会議」で了承。
→典型的なトップダウン
¾ 研究者への説明
1. 学内諸会議で説明
2. 各研究科長を訪問し、個別に協力依頼
3. 部局別説明会
4. 地区別説明会
教官個別訪問、個別に電話・メール
→ボトムの仕事（草の根仕事）に移行 →ずーっと継続
説明会計30回・動員数約500人
2006.11.17 共同ワークショップ「日本の機関リポジトリの今2006」
初期コンテンツ収集 の希望と現実
¾ 商業誌・学会誌のGreenにウェイトを。
→最初はとにかく数稼ぎ。もらえるものは全部もらう。
¾ 著作権ポリシー、まずは図書館で調査。
→もらったものは出版元へ問い合わせ。
→この先もずっと図書館で調査。
¾ できれば電子ファイルをください。
→紙媒体も歓迎。スキャナ活躍。
¾ セルフアーカイブにも望みを・・・。
→あっさり諦め。そのうち協力者を見つけよう。
2006.11.17 共同ワークショップ「日本の機関リポジトリの今2006」
日々やっていること
¾WOS 等からGreenを探し、個別交渉
なんでもいいからください（初期）
- 数稼ぎには有効だった。
- が、著者稿を理解してもらえず、結局返却して
温度の下がった研究者もあった。
この論文のこのテキストをください（現在）
- 指定する方が提供しやすい。
- 著作権が明確なので安心してもらえる。
- 近著は原稿保有率が高い。 →実入りがよい
2006.11.17 共同ワークショップ「日本の機関リポジトリの今2006」
さらに日々やっていること
¾学位論文の包括的収集
- 学位論文提出時のファイル提供を各研究
科長に依頼
- 過去の取得者への許諾申請
¾科研費報告書の選別と許諾申請
¾いつでもどこでも、営業
2006.11.17 共同ワークショップ「日本の機関リポジトリの今2006」
灰色文献の登録はやはり灰色か？
¾学位論文
- 公表された著作物 であるはず
- 実際には多い別刷合冊
- リライトして出版することがお約束の学部も
¾科研費報告書
- 公表された著作物とはいえない？
- 別刷再掲部分はカット
- 雑誌に投稿するので不可、との回答多数
（著者稿の拾い物）
2006.11.17 共同ワークショップ「日本の機関リポジトリの今2006」
レファレンス泣かせの資料を集める意義
地域共同IR の可能性を考える
¾参加館の拡大がIRの発展の鍵
¾自前で構築できない機関も、コンテンツの登
録先があればできる？
¾幹事館がシステムを管理し、参加館は自機関
のコンテンツを登録する仕組み ができれば。
プロジェクト（勉強会）スタート
参加：県内６公私大
2006.11.17 共同ワークショップ「日本の機関リポジトリの今2006」
日々考えていること
¾ インターフェイスにこだわる
- 検索からのアクセスがほとんど。
個別のインターフェイスはいらないという極論も。
- ショーウィンドウとしての見栄え。
コンテンツの使われ方を考える。
「Cool （注目）contents」・「主題別」・「特集」
- これまで五月雨式に作ってきた電子コンテンツを
検索してもらうために同居。
そのインターフェイスは個別版を作らないと楽しくない。
（IRのコンテンツはあくまでも研究成果）
2006.11.17 共同ワークショップ「日本の機関リポジトリの今2006」
さらに日々考えていること
¾ 研究者を知る
- 研究のフロー、ニーズを知る。
- 喜ばれるものを作るために
¾ 一芸に秀でたIR
- 特色あるコンテンツ探し。
- 広島大でしか集められないものを。
2006.11.17 共同ワークショップ「日本の機関リポジトリの今2006」
座右の銘
2006.11.17 共同ワークショップ「日本の機関リポジトリの今2006」
¾志を高く
- 学術コミュニケーションの普及
¾実作業は地道に
- コンテンツ収集に王道なし
大切なのは育て続けること
